





































































点 したところ、poor あるいは very poor と 判
定された学生のテスト正答率は60％以下であっ
た。また、fair もしくは good と評定された者
は全員が正答率７0％以上であった。同様に、文
章表現法 b 履修者の中で、 1 年生49名の書い
た2000字 のレポートを 採 点 したところ、poor
あるいは very poor と判定された学生のテスト
正答率は７3％以下であり、正答率７5％以上の学
































現法を履修すると、 2 ～ 3 割の学生が 2 級レベ
ルの文章力を身につけることができることが分
かる。一方、2013年度の前期、後期にはその序
盤（ 1 ～ 2 週目）に同様の小論文課題を実施し
たところ、それぞれ 全 体 の７.6％、3.5％ほどの
学 生 しか 2 級 レベルに 達 していないことが 分
かった。
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　このように、2014 年 度 カリキュラムから 新
設・必修化された「学術文章作法」のクラス分
けに関しては、プレースメントテストのスコア
に加え、文章力検定という外的指標を参考に、
そのレベルを設定している。定期的に外的指標
を用いることで、この科目の教育効果をモニタ
することも可能であろう。今後、仮に新入生の
文章力が下降してきた場合、まずその変化はプ
レースメントテストの結果に表れ、そうした新
入生に対する教育プログラムとしての有効性は
文章力検定の合格率で部分的にも検証できると
考えている。
21特集論文 ｢エビデンスに基づく教育改善」

